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	PTXTNEEDS: 安全かつ快適な道路環境への市民の重要度は高く、逆に満足度はやや低い状況となっている。
	PTXTJYOUKYOU: 道路、橋梁など施設全体に老朽化が進む中、維持管理を行うべき道路は新たな建設により年々増加している。近年のエコ志向を追い風に、バリアフリーによる歩行空間の整備が求められている。

	PTXTGAIYOU: 道路の破損などによる事故を減少させるため適切な管理を行い、老朽化が進んでいる道路施設及び橋梁補修など進める。

	PTXTTAIOUSAKU: 快適な道路空間の提供のために、危険個所の早期発見と迅速な対応を行うとともに、工法などをさらに検討し、道路施設を長寿命化することなどによりトータルコストを削減するよう努めていく。
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	PTXTCOMMENT: 道路維持管理に取り組み、安全で快適な道路環境の提供に努めたが、市民の満足度はやや低い状況であった。道路管理者として、道路施設を長寿命化できる施工方法や維持管理費の縮減も考えながら、さらなる快適な道路環境を創出し、市民へ提供していかなければならない。また、近年の道路法改正により、橋梁の点検が義務化されたことから、この対応も進めて行く。

	PTXTKENKAI: 市民ニーズの変化には、近年多種多様化しているが、道路管理者として、適切に処置・対応をし、道路維持管理していかなければならない。今後の道路施設の長寿命化をする費用は莫大に要する。しかし、費用対効果を念頭におき指標成果の向上を意識した維持管理をする。
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